
奉
祝 

立
皇
嗣
の
礼

69



清政 69号 2

平
素
よ
り
当
京
都
府
本
部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
衷
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
は
神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
創
立
五
十
周

年
の
佳
節
を
迎
え
る
年
と
な
り
各
種
記
念
事
業
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
感
染
防
止
に
考
慮
し
進
め
度

存
じ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
不
便
を
お
掛

け
す
る
事
も
あ
ろ
う
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
ご
理

解
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

扨
、
本
年
は
「
大
東
亜
戦
争
終
結
の
詔
」
が
発
布
さ

れ
て
よ
り
七
十
五
年
を
迎
え
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の

御
臨
席
を
仰
ぎ
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

日
本
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
本
部
で
は
、
平
成
十
三
年
よ
り
毎
年
、
沖
縄
県
宜

野
湾
市
嘉
数
の
丘
に
あ
る
「
京
都
の
塔
」
に
て
、
京
都

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部

副
本
部
長
　

室
　
川
　
喜
　
幸

― 

今
こ
そ
「
顕
彰
」
の
心
を 

―

府
出
身
二
、五
三
六
柱
の
英
霊
の
慰
霊
祭
を
斎
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
よ
り
京
都
府
戦
歿
英
霊

追
悼
慰
霊
祭
、
平
成
十
七
年
よ
り
は
靖
國
神
社
に
お
け

る
京
都
府
出
身
七
三
、〇
〇
〇
余
柱
の
慰
霊
祭
を
斎
行
、

加
え
平
成
二
十
五
年
二
月
に
は
当
本
部
創
立
四
十
周
年

の
事
業
と
し
て
中
部
太
平
洋
地
域
の
激
戦
地
サ
イ
パ
ン

島
バ
ン
ザ
イ
ク
リ
フ
に
隣
接
す
る
中
部
太
平
洋
地
域
戦

歿
者
慰
霊
碑
に
て
英
霊
顕
彰
お
よ
び
慰
霊
追
悼
の
誠
を

捧
げ
て
き
ま
し
た
。

追
悼
と
は
「
死
者
の
生
前
を
し
の
ん
で
、
悲
し
み
に

ひ
た
る
こ
と
」
と
大
辞
泉
に
あ
り
、
ま
た
慰
霊
は
「
死

ん
だ
人
や
動
物
の
霊
を
慰
め
る
こ
と
」、
顕
彰
は
「
隠

れ
た
善
行
や
功
績
な
ど
を
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
。
広
く

世
間
に
知
ら
せ
て
表
彰
す
る
こ
と
」と
あ
り
ま
す
。「
追

悼
」「
慰
霊
」
と
も
に
戦
没
者
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い

う
点
で
は
同
じ
で
あ
り
ま
す
が
、
言
い
換
え
れ
ば
「
追

悼
」
は
憲
法
二
十
条
、
八
十
九
条
に
規
定
さ
れ
た
政
教

分
離
に
よ
り
、
無
宗
教
で
の
開
催
の
場
合
が
多
く
、
特

に
神
道
的
行
事
の
公
的
機
関
へ
の
関
わ
り
が
否
定
さ
れ
、

宗
教
的
中
立
を
装
っ
た
中
で
の
行
い
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

靖
國
神
社
ま
た
護
国
神
社
は
、
戦
没
者
・
殉
難
者
を

慰
霊
す
る
だ
け
の
神
社
で
は
な
く
「
国
家
の
た
め
に
尊

い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
人
々
の
御
霊
を
慰
め
、
そ
の
事
績

を
永
く
後
世
に
伝
え
る
」
と
い
う
慰
霊
顕
彰
を
目
的
に

創
建
さ
れ
た
神
社
で
す
。
戦
争
と
い
う
国
家
の
非
常
事

態
に
際
し
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
捧
げ
た
戦
没
者
に

対
す
る
気
持
ち
は
、
慰
霊
と
い
う
次
元
に
と
ど
ま
る
事

は
な
く
、
国
家
へ
の
献
身
に
対
し
敬
意
と
感
謝
の
心
を

込
め
た
顕
彰
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

戦
後
、
日
本
古
来
の
思
想
解
体
と
い
う
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

占
領
政
策
に
よ
り
、
戦
争
に
つ
い
て
の
歴
史
観
が
歪
め

ら
れ
た
結
果
、
英
霊
に
対
し
て
の
感
謝
や
敬
意
が
日
本

人
か
ら
奪
わ
れ
、
顕
彰
精
神
が
薄
く
な
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
大
東
亜
戦
争
終
戦
よ
り

七
十
五
年
が
経
ち
、
学
校
教
育
に
も
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
歪
め
ら
れ
た
歴
史
感
に
も
多
少
の
変
化
が
生
じ
て

来
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
近
代
日
本
を
培
っ
て
こ
ら

れ
た
先
人
達
の
歴
史
に
感
謝
し
、
本
来
の
顕
彰
精
神
を

取
り
戻
し
た
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

巻
頭
言
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神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会  

副
幹
事
長

参
議
院
議
員 

比
例
（
全
国
）
区
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
谷
　
え
り
子 

令
和
の
時
代
の
国
政
に
向
け
て

梶
本
部
長
は
じ
め
神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
関

係
各
位
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

穏
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和
二
年
で
し
た
が
、
こ

の
一
年
余
り
を
振
り
返
る
と
戦
後
最
大
の
危
機
と
言

わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
蔓
延
、

二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延

期
、
憲
政
史
上
最
長
の
在
任
と
な
っ
た
安
倍
首
相
の
辞

任
、
菅
首
相
就
任
と
、〝
庚
子
の
年
は
激
動
の
年
〟
と

言
わ
れ
る
所
以
を
体
感
し
た
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
九
十
九
代
の
首
相
と
な
ら
れ
た
菅
首
相
は
、「
自

助
、
共
助
、
公
助
」
を
軸
と
し
て
、
大
胆
な
規
制
改
革
、

縦
割
り
行
政
廃
止
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
発
足
1

カ
月
で
ス
ピ
ー
ド
感
溢
れ
る
仕
事
ぶ
り
で
政
権
運
営
に

邁
進
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
自
民
党
の
憲
法
改
正
推
進
本
部
副
本
部
長
、

拉
致
問
題
対
策
本
部
長
、
文
化
立
国
調
査
会
長
を
引
き

続
き
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
に
憲
法
９
条
へ

の
自
衛
隊
の
根
拠
規
定
の
明
記
な
ど
、
４
項
目
に
わ
た

る
条
文
イ
メ
ー
ジ
案
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

末
ま
で
に
正
式
な
党
の
条
文
案
の
策
定
を
め
ざ
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
、
近
隣
諸
国
と
の
関
係
も
緊
張

が
高
ま
り
、
世
界
的
に
は
米
中
の
対
立
が
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
な
ど
、
現
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
時

代
と
は
環
境
が
激
変
し
て
い
る
中
で
、
国
民
の
生
命
、

財
産
、
国
益
を
守
る
た
め
の
憲
法
改
正
は
急
務
で
す
。

ま
た
、
災
害
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、
社
寺
の
修
理

や
文
化
財
の
修
復
な
ど
文
化
財
防
衛
の
観
点
か
ら
も
文

化
庁
の
予
算
要
求
は
前
年
度
か
ら
五
割
増
し
と
な
り
ま

し
た
。

内
政
の
具
体
的
政
策
を
迅
速
に
推
進
し
て
い
く
菅

政
権
に
国
民
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
く
、

私
も
与
党
議
員
の
一
員
と
し
て
し
っ
か
り
と
お
支
え
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
安
定
的
な
皇
位
継
承
に
向
け
て
の
議
論
や

家
族
制
度
、
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
国
柄
や

伝
統
を
十
分
に
ふ
ま
え
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
、
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「
令
和
」
の
元
号
が
発
表
さ
れ
た
際
、
外
務
省
は

在
外
各
国
公
館
に
対
し
、
英
訳
で
は
「Beautiful 

Harm
ony

（
美
し
い
調
和
）」
と
統
一
す
る
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

ま
さ
に
悠
久
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
日
本
を
象
徴
す

る
時
代
に
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
て
お
り
、
足
跡
を
次
の

時
代
へ
と
繋
ぐ
大
き
な
責
任
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

時
代
と
と
も
に
人
々
の
生
き
方
や
価
値
観
も
変
化

し
て
い
く
中
、
核
と
な
る
精
神
的
な
価
値
の
大
切
さ
を

訴
え
、
様
々
な
取
組
み
を
推
進
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
神
道
政
治
連
盟
の
皆
様
に
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
国
政
に
反
映
し
て
い
く
の
が
私
の
役
目
で

も
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
貴
連
盟
の
今
後
更
な
る
ご
発
展
と

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
年
当
初
に
発
生
し
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ほ
ぼ
全
国
的
に
感
染
が

拡
大
し
、
今
日
本
は
千
年
に
一
度
の
危
機
的
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
各
社
に
お
か

れ
て
も
外
国
人
観
光
者
の
減
少
は
勿
論
の
こ
と
邦
人
の
参
拝
も
殆
ど
な
く
、
お
社
に

よ
っ
て
は
感
染
防
止
対
策
と
し
て
一
時
的
な
参
拝
停
止
や
参
拝
時
間
短
縮
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
祭
典
に
お
い
て
も
神
輿
の
渡
御
や
行
列
を
中
止
さ
れ
る
な
ど
大
変
な
状
況

に
あ
る
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
当
本
部
と
致
し
ま
し
て
は
、
中
央
本
部
と
京
都
選
出

の
神
道
議
員
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
、
衆
参
両
議
員
八
名
と
府
議
会
・
市
会
各
議
員

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
宗
教
法
人
を
対
象
と
す
る
、
新
た
な
給
付
金
制
度
を
考
え
て

頂
く
よ
う
、
政
府
に
お
願
い
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
未
知
な
る

も
の
で
あ
り
、
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
出
来
る
ま
で
に
は
ま
だ
相
当
の
時
間
が
掛
か

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
々
で
出
来
る
こ
と
を
今
後
も
模
索
し
、
完
全
終
息
に

至
る
ま
で
根
気
よ
く
こ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
く
所
存
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

本
来
な
ら
ば
靖
國
神
社
慰
霊
参
拝
、
会
員
大
会
、
京
都
府
議
会
・
京
都
市
会
議
員
と

の
懇
談
会
、
京
都
の
躾
を
語
る
女
性
の
会
の
行
事
を
昨
年
度
中
に
執
り
行
う
予
定
で

あ
り
ま
し
た
が
、
開
催
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご

理
解
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、本
年
は
当
本
部
が
創
立
し
て
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

先
輩
諸
兄
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
数
々
の
ご
功
績
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
の
年
を
新
た

な
出
発
点
と
考
え
、
例
年
と
は
一
味
違
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
参
り
た
く
活
動
計
画

を
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
色
々
と
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
か

と
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ず
は
皇
室
の
尊
厳
護
持
と
英
霊
顕
彰
、
憲
法
に
関
わ
る
情
宣
活
動
を
常
に
念

頭
に
入
れ
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。
四
十
周
年
の
年
に
海
外
研
修
の
事
業
を
執
り
行

い
ま
し
た
が
、
世
情
を
鑑
み
国
内
で
の
開
催
、
年
度
を
跨
い
で
の
開
催
も
含
め
実
施

に
向
け
検
討
を
重
ね
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
三
月
に
斎
行
し
て
お
り

ま
す
靖
國
神
社
で
の
京
都
関
係
戦
歿
者
慰
霊
祭
で
は
、
慰
霊
祭
斎
行
の
後
、
被
災
地

で
あ
り
ま
す
福
島
県
の
復
興
状
況
の
視
察
と
現
地
県
本
部
と
の
交
流
会
も
開
催
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
京
都
府
戦
歿
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
、
沖
縄
京
都
の

塔
慰
霊
参
拝
団
に
よ
る
英
霊
追
悼
行
事
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
の
開
催
と
さ
せ
て
頂

き
、
沖
縄
で
の
慰
霊
祭
に
は
毎
年
、
女
子
神
職
会
に
「
常
永
遠
の
舞
」
を
ご
奉
仕
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
貸
出
用
の
女
子
装
束
は
無
く
、
毎
回
、
装
束
を
京
都
よ
り
持
参

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
沖
縄
県
神
社
庁
に
女
子
神
職
装
束
一
式
を
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
寄
贈
さ
せ
て
頂
く
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年

度
の
最
終
事
業
で
あ
り
ま
す
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
は
現
役
員
の
叡
智
を
結
集

し
、
会
員
各
位
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
併

せ
て
記
念
誌
の
刊
行
も
考
え
て
お
り
、
諸
先
輩
の
ご
功
績
に
付
き
ま
し
て
も
し
っ
か

り
と
顕
彰
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
す
。

本
年
度
は
京
都
府
南
部
、
久
御
山
町
・
宇
治
市
・
宇
治
田
原
町
・
和
束
町
・
笠
置

町
・
精
華
町
に
て
首
長
・
議
会
選
挙
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
周
年
気
分
に
う
か
れ
る

こ
と
な
く
、
自
民
党
京
都
府
連
と
連
携
の
も
と
、
署
名
活
動
や
ポ
ス
タ
ー
配
布
、
演

説
会
へ
の
参
加
動
員
な
ど
同
志
と
手
を
携
え
、
応
援
運
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
度 

活
動
方
針
及
び
活
動
計
画

令
和
二
年
六
月
二
十
四
日
開
催

第
一
回
代
議
員
会
に
て
承
認

（

（



清政 69号5

推
進
事
業

① 

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

 

○
周
年
研
修

 

○
京
都
府
戦
歿
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
の
斎
行
（
十
一
月
）

 

○
沖
縄
京
都
の
塔
慰
霊
参
拝
団
に
よ
る
英
霊
追
悼
行
事
の
遂
行
（
十
二
月
）

 

○
靖
國
神
社
に
お
け
る
京
都
関
係
戦
歿
者
慰
霊
祭
の
斎
行
（
三
月
）
福
島
県
の
復

　

興
状
況
視
察
と
交
流
会
の
開
催

 

○
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
開
催
（
六
月
）

 

○
記
念
誌
の
発
行

② 

皇
室
の
尊
厳
護
持
運
動

 

○
『
皇
室
』
の
購
読
推
進

③ 

各
市
町
村
で
行
わ
れ
る
選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み

 

・
久
御
山
町
長
選
挙
（
八
月
）　

・
宇
治
市
長
選
挙
（
十
二
月
）　

 

・
宇
治
田
原
町
長
選
挙
（
二
月
）・
和
束
町
長
選
挙
（
四
月
） 

 

・
笠
置
町
議
会
選
挙
（
十
月
）・
宇
治
田
原
町
議
会
選
挙
（
十
一
月
）

 

・
精
華
町
議
会
選
挙
（
五
月
）

 

○
自
民
党
京
都
府
連
と
の
連
携
○
署
名
活
動　

○
ポ
ス
タ
ー
配
布
と
掲
示　

 

○
演
説
会
へ
の
参
加
動
員　

○
志
団
体
と
の
協
力
等

④ 

憲
法
改
正
に
関
わ
る
情
宣
活
動

 

○
京
都
府
・
京
都
市
両
議
会
神
道
議
員
連
盟
、
日
本
会
議
京
都
、
美
し
い
日
本
の

　

憲
法
を
つ
く
る
京
都
府
民
の
会
と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
す
る
。（
未
定
）

 

○
憲
法
改
正
問
題
の
正
し
い
情
報
を
得
る
た
め
の
講
演
会
の
開
催
。（
未
定
）

 

○
京
都
の
躾
を
か
た
る
女
性
の
会
と
連
携
し
、
女
性
の
意
識
向
上
に
向
け
て
の
方

活
動
計
画

　

策
に
取
り
組
む
。（
未
定
）

⑤ 

会
報
「
清
政
」
の
発
行　
（
十
一
月
、
六
月
、
の
年
二
回
発
行
）

⑥ 

神
政
連
広
報
事
業
の
充
実

 

○
時
局
に
応
じ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
。

 

○
「
せ
い
せ
い
瓦
版
」
等
に
て
随
時
時
局
問
題
を
敏
速
に
掲
載
す
る
。
会
員
、
世

　

論
の
喚
起
を
促
す
。

 

○
京
都
の
躾
を
語
る
女
性
の
会
専
用
の
ペ
ー
ジ
の
随
時
更
新
。
活
動
の
充
実
を
目

　

指
す
。

⑦ 

会
員
の
増
強

 

○
支
部
と
連
携
の
下
、
組
織
拡
充
・
拡
大
に
努
め
、
京
都
の
躾
を
か
た
る
女
性
の

　

会
と
も
連
携
、
若
い
世
代
や
女
性
を
中
心
と
し
た
会
員
増
強
を
図
る
。

 

○
政
策
推
進
に
資
す
る
た
め
青
年
隊
組
織
の
充
実
を
図
り
、
問
題
発
生
時
に
は
必

　

要
に
応
じ
て
早
急
に
対
処
す
る
。

⑧ 

関
係
団
体
と
の
協
力

○
京
都
府
神
社
庁
の
関
係
団
体
を
始
め
、英
霊
に
こ
た
え
る
会
、日
本
会
議
京
都
、

美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
京
都
府
民
の
会
、
京
都
の
躾
を
語
る
女
性
の
会
、

京
都
府
・
京
都
市
両
議
会
神
道
議
員
連
盟
と
の
連
携
を
深
め
憲
法
改
正
運
動
へ

の
協
力
事
業
を
推
進
す
る
。
京
都
府
内
の
遺
族
会
に
も
お
声
掛
け
を
し
、
京
都

府
戦
歿
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
、
靖
國
神
社
に
お
け
る
京
都
府
出
身
戦
歿
者
慰
霊
祭
、

沖
縄
京
都
の
塔
慰
霊
参
拝
団
へ
の
参
列
・
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

⑨ 

被
災
地
復
興
に
関
わ
る
事
業

 

○
中
央
本
部
、
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
、
京
都
府
・
京
都
市
両
議
会
神
道
議
員
連

　

盟
と
連
携
、
参
画
し
早
期
復
興
に
向
け
て
積
極
的
に
事
業
展
開
す
る
。

 
○
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
事
業
。

⑩ 
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

 

○
地
域
の
精
神
的
中
核
で
あ
る
社
寺
に
対
す
る
救
済
処
置
の
要
望
。

 

○
そ
の
他
、
必
要
と
思
わ
れ
る
諸
策
の
陳
情
。



京
都
府
議
会

秋
田
公
司
先
生

京 都 市 会 神 道 議 員 連 盟
京 都 府 神 道 議 員 連 盟 会員の

ご紹介

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
本
の

伝
統
・
文
化
の
継
承
、
京
都
市
民
の

く
ら
し
の
安
寧
を
ご
祈
願
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
、
八
坂
神
社
本
殿
を
国
宝

に
と
い
う
記
事
が
新
聞
紙
上
等
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
本
殿
は

一
六
五
四
年
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

二
〇
二
〇
年
に
疫
病
退
散
を
祈
願
す
る
祇
園
信
仰
の
総
本
社
で
あ
る
八

坂
神
社
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
の
は
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
い
に
盛

り
上
が
る
は
ず
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
延
期
に
な
り
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
動
さ
れ
、
不
要
不
急
の
外
出
や
飲
食
店
等
の
営
業
が
自
粛
さ

れ
た
な
か
で
、
改
め
て
日
本
国
民
の
民
度
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
平
成
二
十
四
年
か
ら
続
い
た
安
倍
第
二
次
政
権
の
中
で
、

わ
が
党
の
立
党
精
神
の
自
主
憲
法
の
制
定
に
向
け
て
議
論
さ
れ
る
の
を

期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
菅
総
理
の
も
と
で

改
め
て
憲
法
改
正
の
声
を
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
今
後

と
も
伝
統
的
な
価
値
観
を
大
切
に
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
神
道
の

精
神
に
基
づ
き
、
こ
の
清
く
て
美
し

い
日
本
の
文
化
・
伝
統
を
後
世
に
伝

え
、
日
本
人
が
古
来
よ
り
持
ち
育
み

続
け
た
「
心
」
に
沿
っ
た
社
会
づ
く

り
に
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
、
日
本
で
は
地
震
や
風
水
害
等

の
災
害
に
加
え
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
脅
威
な
ど
、
国
の
根
幹
を
も
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
厳
し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
日
本
人
の

社
会
秩
序
を
保
ち
、
他
者
を
思
い
や
る
世
界
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
る
立
ち

振
る
舞
い
は
、
皆
様
方
が
長
き
に
わ
た
り
地
道
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
「
心
」
を
大
切
に
す
る
活
動
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
祖
先
も
度
々
困
難
に
直
面
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
先
人
達
は

そ
の
度
に
「
心
」
を
一
つ
に
し
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の

難
局
も
私
達
日
本
人
が
こ
の
「
心
」
を
失
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
必
ず

や
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
「
心
」
は
、
難
局
を

乗
り
越
え
た
先
に
拡
が
る
日
本
の
未
来
で
の
歩
む
べ
き
道
を
照
ら
す
も

の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

私
自
身
も
、
己
の
「
心
」
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
神
道
政
治
連
盟

の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
、
は
な
は
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
世

界
に
誇
れ
る
日
本
、
京
都
づ
く
り
に
全
身
全
霊
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
度
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

京
都
市
会

田
中
明
秀
先
生
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沖縄京都の塔慰霊参拝団についてのお知らせ

清政 69号7

あしあと 事務局からの活動報告
【令和２年 7月から 11月まで】

令和 2年
7 月 16 日	 	 志公会と語る夕べ	梶本部長出席〈於	ホテルニューオオタニ〉

7月	 	 	 教化委員会並び関係団体代表者懇話会	【新型コロナウイルス対策にて中止】

8月 22日	 	 西田昌司参議院議員政経パーティー	梶本部長以下5名出席〈於	ANAクラウンプラザホテル〉

8月 26日	 	 日本会議京都運営委員会	梶本部長以下関係者出席	〈於		京都府神社会館〉

9月 2日	 	 監査委員会	梶本部長以下 8名出席〈於	リーガロイヤルホテル京都〉

　　〃	 	 	 京都府本部役員会 24名出席〈於	リーガロイヤルホテル京都〉

　　〃	 	 	 日本会議京都総会並び憲法研修会	梶本部長以下関係者出席〈於	リーガロイヤルホテル京都〉

9月 3日	 	 神道政治連盟中央本部役員会	梶本部長出席〈於	ホテルグランヴィア京都〉

9月 4日	 	 神道政治連盟結成 50周年記念式典【新型コロナウイルス対策にて中止】

　　〃	 	 	 神道政治連盟国会議員懇談会設立 50周年合同祝賀会式典	

	 	 	 	 	 	 	 【新型コロナウイルス対策にて中止】

9月 17日	 	 神道政治連盟結成 50周年記念被表彰神社表彰状持参	梶本部長

	 	 	 	 	 	 	 〈平安神宮・石清水八幡宮・伏見稲荷大社・八坂神社〉

9月 26日	 	 美しい日本の憲法をつくる京都府民の会企画委員会	梶本部長出席〈於	京都府神社会館〉

9月 28日	 	 設立 50周年実行委員会主任会議 10名出席〈於	京都府神社会館〉

　　〃	 	 	 令和２年	第２回定例代議員会	60 名出席〈於	京都府神社会館〉

9月 30日	 	 京都府神社庁神宮大麻暦頒布始奉告祭	関係者参列〈於	京都府神社会館〉

　　〃	 	 	 第 46 回神職大会		梶本部長出席	〈於	京都府神社会館〉

　　〃	 	 	 第 30 回神宮大麻頒布増強推進懇談会	関係者出席		〈於	京都府神社会館〉

　　〃	 	 	 神道政治連盟結成 50周年記念被表彰者表彰状授与	梶本部長	〈林顧問・吉田参与・横山参与〉

10月 17日	 	 美しい日本の憲法をつくる京都府民の会洛南支部憲法改正懇話会	

	 	 	 	 藤森幹事長・松田会計責任者出席〈於	藤森神社〉

10月 21日	 	 第 26 回全國戦歿學徒追悼祭	室川副本部長参列〈於	若人の広場〉

11月 17日	 	 京都府神社庁新嘗祭	梶本部長参列〈於	京都府神社会館〉

　　〃	 	 	 京都府神社庁事務連絡会	梶本部長出席	〈於	京都府神社会館〉

11月 19日	 	 京都府戦没英霊追悼慰霊祭〈於	ウェスティン都ホテル京都〉

			　〃	 	 	 清政 69号発行（今号の清政は、新型コロナウイルス感染症拡大の状況下で会員大会を始

	 	 	 めとする諸行事がほぼ中止または延期されたため、記事掲載の都合上通常より少ない８ペ

	 	 	 ージでの構成となりました。何卒ご諒承下さい。）

　例年参拝団を結成し、沖縄・嘉数の丘に鎮まります京都府出身戦歿英霊を慰霊する「沖
縄・京都の塔慰霊祭」斎行につきまして、本年は新型コロナウイルス感染症拡大の状
況を鑑み、役員会にて協議の結果、来る12月 9日役員のみの最少人数にて沖縄に赴き、
波上宮参拝及び京都の塔慰霊祭を斎行することにいたしました。
　何卒ご理解下さいますようお願い申しあげます。
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こ
こ
数
年
京
都
の
町
中
に
は
外
国
人
観
光
客
が
溢
れ
、
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
し
観
光
公
害
と
い
う
言

葉
ま
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
そ
の
姿
は
一
変
致
し
、
町
か
ら
人
が
消
え

静
寂
な
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
引
き
換
え
に
京
都
の
経
済
活
動
は
停
滞
し
、
多
く
の
店
舗
が
撤

退
す
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
神
社
の
撤
退
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
運
営
面
で
大
き
く
影
響
を
受
け

て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
然
災
害
な
ど
一
部
地
域
に
お
い
て
一
時
的
に

影
響
を
受
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
同
時
期
に
全
世
界
の
人
々
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
ど
今

ま
で
一
度
も
な
か
っ
た
緊
急
事
態
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
日
常
の
参
拝
の
停
止
や
時
間
短
縮
、
祭
典
の
縮
小
や
中
止
な
ど
神
社
界
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
祈
祷
や
授
与
品
の
受
け
渡
し
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
は
人
と
人
と
の
や

り
取
り
が
介
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
が
制
限
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
普
通
の
こ
と
が
普
通
に

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
、
私
た
ち
の
日
常
が
ど
の
よ
う
な
形
で
存
続

で
き
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う

不
安
が
払
拭
で
き
な
い
現
在
に
こ
そ
、
拠
り
所
と
し
て
の
神
社
の
存
在
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

普
通
の
こ
と
が
普
通
に
出
来
な
い
今
、
私
た
ち
の
世
界
に
も
Ｉ
Ｔ
技
術
や
電
子
化
な
ど
を
活
用
し
新
し
い

も
の
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
今
こ
そ
社
会
の
中
で
神
社
の
役
割
を
響
き
渡
ら
せ
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。		

	
	

	

清政　第69号
神道政治連盟京都府本部会報

副
幹
事
長　

森　

川　

順　

行


